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３ 岩国市における都市交通計画の基本方針  

3.1 都市交通計画の基本的な方向性  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2 都市交通計画の基本方針 
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  ○自動車以外の交通手段（鉄道、バス･タクシー、自転車･徒歩など）の利便性や利用環境を改善し、市民が自動車だけに頼らなくて済む交通環境の実現を目指す。   ○低炭素型社会形成において求められる自動車自動車自動車自動車へのへのへのへの過度過度過度過度なななな依存依存依存依存のののの低下低下低下低下を図る。 ○自動車自動車自動車自動車をををを使使使使いづらいいづらいいづらいいづらい市民層市民層市民層市民層もももも含含含含めてめてめてめて市民市民市民市民ののののモビリティモビリティモビリティモビリティをををを高高高高めめめめ、市民交流の活発化を図る。 ○中心市街地中心市街地中心市街地中心市街地・・・・観光地観光地観光地観光地などのなどのなどのなどの「「「「歩歩歩歩いていていていて暮暮暮暮らせらせらせらせ、、、、楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる」」」」環境形成環境形成環境形成環境形成により、拠点地区の集客性を高め、地域活性化を支える。 ○自動車交通負荷の軽減化によって、中心市街地などの既存街路既存街路既存街路既存街路のののの、「、「、「、「都市都市都市都市のののの公共空間公共空間公共空間公共空間」」」」としてのとしてのとしてのとしての有効活用有効活用有効活用有効活用を図る。 
②②集集約約型型多多極極ネネッットトワワーークク型型のの都都市市構構造造のの形形成成をを促促進進すするるたためめのの、、道道路路とと公公共共交交通通

ののババラランンススががととれれたた、、幹幹線線交交通通ネネッットトワワーーククのの形形成成  

 

①①市市民民やや来来訪訪者者ななどどののモモビビリリテティィをを高高めめ、、交交流流人人口口のの増増加加にによよっってて都都市市活活力力をを維維持持

すするるたためめのの、、多多様様なな交交通通ササーービビススのの提提供供及及びび向向上上  

 

③③拠拠点点地地区区ななどど市市街街地地ににおおけけるるババスス走走行行やや歩歩行行・・自自転転車車環環境境のの向向上上にによよりり、、身身近近なな

生生活活圏圏でで歩歩いいてて暮暮せせるる「「安安全全安安心心なな」」交交通通環環境境のの形形成成  

 

④④人人間間、、環環境境をを重重視視ししたた自自動動車車にに過過度度にに依依存存ししなないい交交通通体体系系のの形形成成にに向向けけたた、、市市民民

やや企企業業のの交交通通行行動動改改革革へへのの取取組組みみのの推推進進  

 

⑤⑤市市内内のの各各地地域域別別のの特特性性（（地地域域課課題題、、交交通通需需要要やや交交通通施施設設のの整整備備状状況況等等））をを踏踏ままええ、、

そそれれぞぞれれのの地地域域にに応応じじたた「「自自動動車車交交通通にに過過度度にに依依存存ししなないい」」交交通通施施策策のの推推進進  
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3.3 地域別の方向性の考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【【岩岩国国駅駅周周辺辺地地区区，，錦錦帯帯橋橋周周辺辺地地区区】】 ■■公公共共交交通通，，徒徒歩歩，，自自転転車車をを中中心心ととししたた交交通通環環境境のの形形成成をを目目指指すす。。  ■■中中心心市市街街地地活活性性化化やや歴歴史史的的環環境境整整備備とともも連連携携ししたた賑賑わわいいののああるる交交通通空空間間形形成成をを目目指指すす。。  

【【鉄鉄道道のの沿沿線線地地域域】】  ■■既既存存鉄鉄道道のの利利活活用用促促進進をを中中心心にに公公共共交交通通のの利利便便性性をを向向上上ささせせ、、自自動動車車にに過過度度にに依依存存ししななくくてて済済むむ交交通通環環境境のの形形成成をを目目指指すす。。  
【【鉄鉄道道かからら離離れれたた地地域域】】  ■■高高齢齢者者やや学学生生ななどど車車をを使使ええなないい市市民民層層ににもも配配慮慮ししたた公公共共交交通通ササーービビススのの提提供供にによよりり、、自自動動車車だだけけにに頼頼ららななくくてて済済むむ交交通通環環境境のの形形成成をを目目指指すす。。  
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3.4 階層的な交通ネットワーク形成の方針 【市域レベルの交通ネットワークの現状と望ましい姿の考え方】                     【公共交通ネットワーク】 

○望ましい階層的な交通ネットワーク形成の考え方は、公共交通も道路交通も、広域～地域～生活レベルのネットワークが階層性を持って機能分担し、それらが有機的に連携していることである。 ○岩国市の場合、公共交通，道路とも階層性に対応したネットワークが一定程度形成されており、特に公共交通については、空港／港湾／新幹線／都市間鉄道／都市内鉄道／バスといったおよそ日本に存在する交通機関全てが市内に存在するという、15 万人規模の地方都市としては他に例をみない特長を有している。 ○しかし、こうした階層的ネットワークの特長を有しながらも、現状はそのネットワークを活用しきれていない、あるいは階層的ネットワークのつなぎに不備な部分があり、その活用・整備が課題である。 【公共交通】山陽新幹線、山陽本線、岩徳線、錦川清流線の鉄道ネットワークがあるものの、乗換えや運行本数などの面で有機的な連携が図れておらず、「都市内交通機関」としてのポテンシャルが生かされていない。 →岩徳線、錦川清流線を活用し、新岩国駅～岩国駅～岩国空港（民航化後）、を公共交通の都市内基幹軸として強化し、山陽本線、岩徳線・錦川清流線の機能向上及びその他公共公益施設（岩国医療センター等）との連携を図ることが必要。 【道路交通】主要国道等のネットワークが、市街地エリアで、都市間交通と都市内交通の両方を混在することとなっており、この結果、主要国道等への交通集中による渋滞の発生、市街地内歩行者・自転車環境の悪化を招いている。 →都市間交通と都市内交通の分離を図るための国道バイパス等の整備と、市街地内道路の歩行者等の交通環境の改善を組合せた取組みが必要。 
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 【階層的な交通ネットワーク形成の考え方】 

 

 

 

 

 

 

 

 【道路交通ネットワーク】 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




